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物の受粉に及ぼしうる危惧すべき影響だった。
現在，南極を除く地球上の陸地の 18.7％が何らかの夜間
照明にさらされているという。しかもその明るさは年々増加
しており，直接照明にさらされる地域の面積は年 2～ 6％の
割合で増えているという。そのことが自然環境に影響を及ぼ
していることは想像に難くない。夜になっても暗くならない
ことは，夜行性生物の行動や生理を狂わせているはずだ。そ
してもちろん，植物の成長や花形成も影響を受ける。必ずし
もマイナスばかりではないにしろ，生きものにとっては，そ
の進化の過程で対応してきたこととは異質な環境にさらされ
ていることになる。
そうした影響を研究した成果は数多く公表されているが，
昼行性の訪花昆虫が受ける影響に関する研究はなかった。そ
こでスイスの研究チームは，自然の草地 12カ所を選び，夜
間に街灯用の ELDランプを照らす場所と照らさない場所を
半々ずつ設定した。そして，日中に訪花する昆虫の種数と数
を調べることにしたという。
21種類の花で確認した訪花数は2384回。そのうちの984
回はハナアブ（膜翅目），119 回はハエ（双翅目），281 回
が甲虫（鞘翅目）だった。夜間照明区で日中の訪花数が有意
に減少した花は 1種だったのに対し，3種は有意な減少は見
られなかった。おもしろいのは，訪花数の増減は認められな
いものの，訪花した昆虫の種類に違いが出た花があったこと
だ。たとえばフクロウソウ属の Geranium sylvaticum（図 -2）
は，ハナアブの訪花が減った分を甲虫の訪花が増えたことで，
訪花数の増減がなかった。同じような傾向はヤグルマギク属
Centaureaとワイルドアンジェリカ Angelica sylvestris（図 -3）
でも見られた。前者では，ハチの訪花が減った分を甲虫の訪
花増が補っていた。後者では，ハチの訪花が減った分をハナ
アブの訪花が補っていた。それに対してノラニンジン Daucus 

carotaは，訪花数が有意に増えていたのだが，その増分のほ
とんどはハナアブの訪花が増えたことによるものだった。
全体としては，調査区に生えていた植物種の 19％で，夜
間照明による影響が日中の訪花数に見られた。ただし訪花数
の増減は，植物種ごとに異なっていた。そして全体的に見
ると，夜間照明によって日中の訪花数が顕著に増えたのは 1
種のみで，それ以外はみな，多かれ少なかれ，訪花数の減少
傾向があった。どうやら，夜間照明は，夜行性昆虫による受
粉だけでなく，昼行性昆虫による受粉にも，マイナスの影響
を及ぼしうるようだ。
植物の受粉成功率という観点から見ると，昆虫の訪花数だ
けではなく，訪花昆虫の種類も重要である。たとえば大型の
マルハナバチなどでは，受粉には貢献せずに蜜だけをもらっ
ていく盗蜜行動が知られているからだ。それだけはなく，夜
間照明によって植物の，花形質（花冠幅，花冠長，花茎高，
花色，香り）が変わるとしたら，訪花昆虫の種類や数に変化
はなくても，受粉率が下がるということはありうる。
さらには，草食性昆虫の行動変化が昼行性訪花昆虫の行動
に影響を及ぼす可能性もあるという。訪花昆虫のなかには，
葉が食害されている植物への訪花を避けるものもいるという
のだ。夜間照明によって食害が増えるとしたら，受粉成功率
も脅かされかねないのだ。
いずれにしろ，こうした問題には夜間照明の照度や波長の
影響も絡んでくるはずであり，夜間照明によって未知の複雑
な関係に狂いが生じる可能性があるのだ。
生物は，人間による環境変化に柔軟な対応を見せる。しか
しその一方で，どこかで思わぬ破綻が生じている可能性もあ
る。
そういえば，冒頭に記した「鬱々」という言葉の第一義は，

「草木が盛んに茂っているさま」だという。物事には裏と表
があるということか。ならばさまざまな警告を真摯に受け止
め，ライフスタイルを変えることから始めようではないか。
とりあえずは，むだな照明は消し，太陽と共に起き，太陽と
共に床に就くとか。

図 -2　 フクロウソウ属の Geranium 
sylvaticum

Pieter Withoos (1654-1693) 画

図 -3　 ワイルドアンジェリカ
Angelica sylvestris

Otto Wilhelm 1885 より
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■協会だより
■第24回理事会開催
　2021年3月25日(木)，新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策として植調会館3階会議室他12箇所でのリモート会議による
第24回理事会が開催され，次の事項について承認を得た｡
【議 案】
1.　2021年度事業計画書及び収支予算書等の承認
［2021年度事業計画書］
基本方針
　定款に掲げる「植物調節剤(除草剤，植物成長調整剤及び
植物の生育調整資材)の利用開発の試験研究を促進し，あわ
せてその成果の普及を通じて，農作物生産性の向上及び安定
化と農作業の省力化を図り，農業の持続的発展並びに環境保
全，食の安全に寄与する」ための事業を推進する。
1）植物調節剤の検査・検定事業
　⑴　植物調節剤の薬効・薬害試験
　⑵　植物調節剤の作用特性試験
　⑶　植物調節剤の残留試験
　⑷　植物調節剤の永年蓄積残留試験
　⑸　検査・検定事業の運営と体制強化
2）植物調節剤の研究開発事業
　⑴　重点研究課題
　　① 直播水稲栽培における雑草防除技術の開発
　　② 除草剤の低水量散布に関する研究
　　③ 特定外来生物に指定された植物の防除技術の開発
　　④ シズイを対象とした問題雑草一発処理剤の開発
　　⑤ 畑地用除草剤の土壌混和処理による効果安定化技術
　　　の開発
　⑵　基盤研究課題
　⑶　委託研究課題
　⑷　受託研究課題
3）植物調節剤の普及啓発事業
　⑴　植物調節剤の技術確認圃
　⑵　水稲除草剤の技術情報の公開
　⑶　植物調節剤の適正使用のキャンペーン
　⑷　ホームページの整備
　⑸　植物調節剤に関する研究会・講習会の開催
　⑹　機関誌の刊行
4）不動産の賃貸事業
［2021年度収支予算書］
　　収支予算額 　　　　　　　　　　　　1,214,971千円

2.　定時評議員会の招集の決定
　日時：2021年5月28日(金) 13:30～
　場所：植調会館3階会議室　他　(リモート会議)

■人事異動
2021年3月31日付
　退職　参与  佐藤　悦史
　退職　福島試験地  小澤　一夫
2021年4月1日付
　任  　研究所試験研究部  柴山　佳之
　任  　福島試験地  佐藤　　誠
　任  　福岡研究センター  中尾　匠吾
　任  　福岡研究センター  田中　浩平
　命  　総務部総務課係長  志知　　昇
　命  　研究所環境科学部環境第一研究室主査研究員 奥野　潤一
　命  　研究所環境科学部環境第二研究室主査研究員 溝渕　博之
　命  　研究所総務室係長  川村　明美
　命  　研究所業務室係長  寺田　昌功
　命  　研究所業務室係長  栗山　　久
　命  　研究所千葉支所主査研究員  阿部　秀俊
　命  　北海道研究センター  福田　和明
　命  　十勝試験地主任  益村　　哲
　命  　古川研究センター主査研究員  佐々木政彰
　命  　佐賀試験地主任  市丸　喜久

■試験成績検討会(リモート開催)
●2020年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
　日時：2021年6月1日(火)  13:30～17:00

●2020年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
　日時：2021年6月3日(木) 13:00～17:00 

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として，いずれも
Web会議形式にて開催いたします。
　なお，通信障害リスクの軽減及び会議中の煩雑さ回避の
ため，参加人数は必要最低限にして行います。
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